
災害情報共有システム（Ｌアラート）の概要 
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①テキスト情報の受信・配信等の機能
②複数のフォーマットへの変換を行う機能
を有する防災情報伝達の共通基盤を構築

※一般財団法人マルチメディア振興センターが平成２３年６月より運営 
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